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+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
◇ 日本学術会議 九州・沖縄地区会議学術講演会「地球市民としてのあなたへ
　 ～フクシマの復興に向けたアカデミアの挑戦～」の開催について（ご案内）
◇ 公開シンポジウム「大学で学ぶ経済学とは
　　　　　　　　　　　～学士課程教育における参照基準を考える～」（ご案内）
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
■-----------------------------------------------------------------------
　日本学術会議 九州・沖縄地区会議学術講演会「地球市民としてのあなたへ
　～フクシマの復興に向けたアカデミアの挑戦～」の開催について（ご案内）
-----------------------------------------------------------------------■
◆日　時：平成25年11月29日（金）14：00～17：00（13：30開場）
◆場　所：長崎大学医学部良順会館ボードインホール
         （長崎市坂本１－１２－４）※駐車場はありません
◆主　催：日本学術会議九州・沖縄地区会議、長崎大学、
　　　　　長崎大学原爆後障害医療研究所
◆後　援：福島県、長崎県、長崎市、長崎県医師会、長崎市医師会、
　　　　 （公財）日本学術協力財団

◆次　第：
14：00～14：10　開会挨拶

　　　　　 　　 小林 良彰（日本学術会議副会長、慶應義塾大学法学部教授）
                片峰　茂 （長崎大学長）

14：10～16：55　講　　演
　
　　　　　　　 「緊急被ばく医療の国際的取り組みと国際原子力機関の
                 緊急時対応援助ネットワーク」
                 Eduardo Daniel Herrera Reyes
                （IAEA・Incident and Emergency Centre）

               「原発事故後の現況と健康への取り組み」
                 大津留 晶（福島県立医科大学放射線健康管理学講座教授）

　　　　　　　 「放射線健康リスク科学のこれから：
                 長崎、チェルノブイリから福島へ」
                 高村　 昇（長崎大学原爆後障害医療研究所社会医学部門教授）

　　　　　　　 「福島の歴史的予見の視点から：日本と自然災害」
                 Gregory K. Clancey（シンガポール大学准教授）

16：55～17：00　閉会挨拶

　　　　　　　　 箱田 裕司（日本学術会議九州・沖縄地区会議代表幹事）
　　　　　　　　 永山 雄二（長崎大学原爆後障害医療研究所長）

■ 参加費無料、どなたでも参加いただけます。参加事前申込をお願いします。
■ 詳細はこちら
　 http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/177-s-1129.pdf
■ ご来場にあたっては公共交通機関をご利用願います。
   http://www.nagasaki-u.ac.jp/ja/access/sakamoto1/index.html
■ 参加申込方法
   11月29日講演会希望と１.名前、２.連絡先（電話又はメール）を明記の上、
　 下記問合せ先まで、メール又は電話にてお申し込みください。
■ お問合せ先：長崎大学研究国際部研究企画課
　　　　　　　 Tel：095-819-2039　E-mail：gakusai@ml.nagasaki-u.ac.jp

■-----------------------------------------------------------------------
◇ 公開シンポジウム「大学で学ぶ経済学とは



　　　　　　　　　　　～学士課程教育における参照基準を考える～」（ご案内）
-----------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）
  日本学術会議は、文部科学省高等教育局長からの審議依頼に応えて2010年に
とりまとめた回答「大学教育の分野別質保証の在り方について」に基づき、自ら
教育課程編成上の参照基準を策定する作業を関連する分野別委員会においておこ
なっています。経済学委員会は「経済学分野の参照基準検討分科会」において
審議をおこない、このたび「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の
参照基準　経済学分野」の原案がまとめられました。参照基準は、経済学の
教育課程を設置する大学および経済学教育に関心のある方々に広く利用していた
だくことが期待されています。このシンポジウムは、日本学術会議内外から広く
意見をいただき、それを最終案に反映させるために開催するものです。

◆日　時：2013年12月4日（水）14:00～17:00　
◆会　場：日本学術会議6階会議室（東京都港区六本木7－22－34）

 14:00～14:10 開会の挨拶　岩本康志（日本学術会議第一部会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京大学大学院経済学研究科教授）

 14:10～14:35 基調報告「大学教育の分野別質保証と参照基準」　
　　　　　　　　　　　　　　北原和夫（日本学術会議特任連携会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京理科大学大学院科学教育研究科教授）

 14:35～15:00 分科会報告「経済学分野の参照基準案について」　
　　　　　　　　　　　　　　岩本康志（日本学術会議第一部会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 東京大学大学院経済学研究科教授）

（15:00～15:10　休憩）

15:10～16:50　   パネルディスカッション
                 モデレーター
　　　　　　　              奥野正寛（日本学術会議特任連携会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 武蔵野大学政治経済学部教授）
                 パネリスト
                           池尾和人  （日本学術会議連携会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  慶應義塾大学経済学部教授）
                           多和田眞  （日本学術会議連携会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知学院大学経済学部教授）
                           本多佑三  （日本学術会議連携会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西大学総合情報学部教授）
                           八木紀一郎（日本学術会議連携会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摂南大学経済学部教授）
                           前原金一  （公益社団法人経済同友会副代表幹事・専務
理事）

16:50～17:00　  閉会の挨拶　樋口美雄（日本学術会議第一部会員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学商学部教授）

　　※ 一般公開。参加費は無料。予約不要。
　　　 詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
       http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html
  　　　　   
   【お問い合わせ先】　
　　　 岩本康志（日本学術会議第一部会員，東京大学大学院経済学研究科教授）
　　　 E-mail：scjsection1@gmail.com
          
       日本学術会議事務局第一部担当　嶋津（TEL：03-3403-5706）

---------------------------------------------------------------------------
　　添付ファイル付メールの自動暗号化について



---------------------------------------------------------------------------

内閣府の情報セキュリティ強化の方針に基づき、本年10月17日以降当事務局から
送信する添付ファイル付メールについては、添付ファイルが自動暗号化される
場合があります。メールに添付されているファイルを開く際、パスワード入力
画面が表示される場合は、並行して届くメールに記載されているパスワードを
ご入力ください。

既に添付ファイルを開けない旨ご連絡をいただいた会員、連携会員の皆様に
つきましては、余計なご負担をかけないよう、事務局内で個別に自動暗号化を
解除する方法で送信するよう周知しております。
場合によっては、手違いにより自動暗号化された添付ファイル付メールが
送られる恐れがあります。その際は、大変お手数ではございますが、事務局まで
ご連絡いただきますよう、お願いいたします。

（ご連絡・お問い合わせ先）
日本学術会議事務局企画課情報係
　E-mail:p228@scj.go.jp  電話：03-3403-6295

★-----------------------------------------------------------------------☆
          日本学術会議では、Twitterを用いて情報を発信しております。
　　　　　　    　　　アカウントは、@scj_info　です。
　　　　　　 　日本学術会議広報のTwitterのページはこちらから
　　　　　　　　　 　　http://twitter.com/scj_info
☆-----------------------------------------------------------------------★
***************************************************************************
　　　　　　   学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　　   http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/index.html
***************************************************************************
===========================================================================
　日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等への転
載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読みいただけ
るようにお取り計らいください。
===========================================================================
　　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
　　　  　〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34


